
（
所
長
等
の
処
置
）

（
所
長
等
の
処
置
）

第
四
十
一
条
の
四

所
長
等
は
、
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
不
服
の
申
出
が
理
由
が
あ
る
と
判
定
し
た
と
き
、

又
は
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
前
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
が
理
由
が
あ
る
と
裁
決
し
た
と
き
は
、
そ
の
申

出
を
し
た
被
収
容
者
の
処
遇
等
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
四

所
長
等
は
、
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
不
服
の
申
出
が
理
由
が
あ
る
と
判
定
し
た
と
き
、

又
は
法
務
大
臣
が
前
条
第
一
項
の
異
議
の
申
出
が
理
由
が
あ
る
と
裁
決
し
た
と
き
は
、
そ
の
申
出
を
し
た
被
収

容
者
の
処
遇
等
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

（
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
へ
の
報
告
）

（
法
務
大
臣
へ
の
報
告
）

第
四
十
三
条

所
長
等
は
、
保
安
上
の
事
故
又
は
非
常
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
事
件
の
内
容
及
び
こ
れ

に
対
し
て
と
つ
た
措
置
を
直
ち
に
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条

所
長
等
は
、
保
安
上
の
事
故
又
は
非
常
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
事
件
の
内
容
及
び
こ
れ

に
対
し
て
と
つ
た
措
置
を
直
ち
に
法
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
事
項
）

（
委
任
事
項
）

第
四
十
五
条

所
長
等
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
の
認
可
を
受
け
て
、
被
収
容
者
の
処
遇
に
関
す
る
細
則
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
五
条

所
長
等
は
、
法
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
被
収
容
者
の
処
遇
に
関
す
る
細
則
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「入

国
管
理
局

」
を
「出

入
国
在
留
管
理
局

」
に
改
め
る
。

別
記
第
九
号
様
式
甲
及
び
別
記
第
九
号
様
式
乙
中
「入

国
管
理
局

」
を
「出

入
国
在
留
管
理
局

」
に
、「Ｉ

ｍ
ｍ
ｉ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｂ
ｕ
ｒ
ｅ
ａ
ｕ

」
を
「Ｒ

ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
Ｉ
ｍ
ｍ
ｉ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
ｓ

Ｂ
ｕ
ｒ
ｅ
ａ
ｕ

」
に
改
め
る
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
は
、
法
第
六
条
第
二

項
の
申
請
を
行
っ
た
者
（
以
下
「
申
請
人
」
と
い
う
。）が
本
邦
に
お
い
て
行
お
う
と
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
活
動
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
は
、
法
第
六
条
第
二

項
の
申
請
を
行
っ
た
者
（
以
下
「
申
請
人
」
と
い
う
。）が
本
邦
に
お
い
て
行
お
う
と
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
活
動
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

活

動

基

準

活

動

基

準

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
技
能
の
項

の
下
欄
に
掲
げ
る

活
動

﹇
略
﹈

法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
技
能
の
項

の
下
欄
に
掲
げ
る

活
動

﹇
同
上
﹈

法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
特
定
技
能

の
項
の
下
欄
第
一

号
に
掲
げ
る
活
動

申
請
人
に
係
る
特
定
技
能
雇
用
契
約
が
法
第
二
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
適
合
す
る
こ
と
及
び
特
定
技
能
雇
用
契
約
の
相
手
方
と
な
る
本
邦
の
公
私
の
機
関

が
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
並
び
に
申
請
人
に
係
る
一
号

特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画
が
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
申
請
人
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

一

申
請
人
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
申
請
人
が
外
国

人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
号
企
業

単
独
型
技
能
実
習
又
は
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
号
団
体
監
理
型
技

能
実
習
の
い
ず
れ
か
を
良
好
に
修
了
し
て
い
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
修
了
し
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